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　【
う
ら
へ
続
く
】

　

安
倍
首
相
は
講
演
（
12

日
）
で
、
自
衛
隊
の
憲
法

９
条
明
記
を
盛
り
込
ん
だ

改
憲
案
を
次
の
国
会
に
提

出
す
る
こ
と
を
表
明
し
ま

し
た
。

　

首
相
は
先
の
通
常
国
会

で
も
、
改
憲
の
「
実
現
の

時
を
迎
え
て
い
る
」
と
発

安
倍
政
権
　
改
憲
に
固
執

９
条
改
憲
許
さ
な
い

安
倍
政
権
打
倒
の
た
た
か
い
を

議
を
目
指
し
ま
し
た
が
、

「
森
友
・
加
計
」
疑
惑
や

安
倍
９
条
改
憲
阻
止
の

「
３
０
０
０
万
人
署
名
」

の
広
が
り
で
実
現
し
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

安
倍
首
相
の
講
演
に
つ

い
て
、
日
本
共
産
党
の
志

位
委
員
長
は
記
者
会
見

（
20
日
）
で
、「
自
民
党

の
総
裁
選
で
５
年
半
の
内

政
、
外
交
を
自
画
自
賛
し
、

改
憲
案
の
内
容
を
垂
れ
流

し
、
自
ら
の
政
権
の
浮
揚

を
は
か
り
、
そ
の
余
勢
を

か
っ
て
９
条
改
憲
の
道
に

突
き
進
も
う
と
い
う
政
略

的
な
思
惑
が
見
え
見
え

だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
「
３
０
０
０
万
人
署

名
」
の
推
進
な
ど
市
民
運

動
を
さ
ら
に
強
め
、
安
倍

政
権
打
倒
の
た
た
か
い
を

大
い
に
発
展
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

　

沖
縄
県
知
事
選
（
９
月

13
日
告
示
、
30
日
投
票
）

で
、
県
政
与
党
な
ど
で
つ

く
る
「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の

「
調
整
会
議
」
か
ら
出
馬

要
請
を
受
け
て
い
る
自
由

党
の
玉
城
デ
ニ
ー
幹
事
長

が
28
日
、
国
会
内
の
日
本

共
産
党
控
室
を
訪
れ
、
支

援
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

志
位
委
員
長
は
「『
オ

ー
ル
沖
縄
』
で
玉
城
さ
ん

を
推
す
動
き
を
大
歓
迎
し

て
い
ま
す
。（
急
逝
し
た
）

翁
長
雄
志
知
事
の
遺
志
を

継
ぎ
、『
建
白
書
』
の
精

神
に
立
っ
て
辺
野
古
に
新

基
地
を
つ
く
ら
せ
な
い

『
オ
ー
ル
沖
縄
』
の
代
表

と
し
て
最
良
の
政
治
家
で

す
。
出
馬
と
な
れ
ば
、
わ

が
党
は
『
オ
ー
ル
沖
縄
』

の
一
翼
、
市
民
と
野
党
の

共
闘
の
一
翼
を
担
い
、
勝

利
の
た
め
に
全
力
を
尽
く

し
ま
す
」
と
表
明
し
ま
し

た
。

　

玉
城
氏
、
自
由
党
の
小

沢
一
郎
代
表
は
同
日
、
野

党
各
党
を
訪
問
し
、
支
援

を
要
請
し
ま
し
た
。

沖
縄
知
事
選
　
玉
城
氏
が
支
援
要
請

　
勝
利
の
た
め
全
力
を
尽
く
す

　
　
　
　
　
　
　
　
志
位
委
員
長
が
表
明

　

沖
縄
知
事
選
に
玉
城
デ

ニ
ー
氏
出
馬
。
「『
オ
ー

ル
沖
縄
』
の
統
一
候
補
者

が
決
ま
っ
て
よ
か
っ
た
」

「
翁
長
知
事
の
遺
志
を
受

け
継
い
で
辺
野
古
に
基
地

を
つ
く
ら
せ
な
い
で
ほ
し

い
」
「
沖
縄
県
が
辺
野
古

埋
め
立
て
承
認
を
撤
回
し

　

政
府
は
中
央
省
庁
の
障

害
者
雇
用
水
増
し
偽
装
が

３
４
６
０
人
と
、
雇
用
人

数
の
半
数
超
に
上
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

水
増
し
は
多
く
の
省
庁
で

40
年
以
上
も
前
か
ら
行
わ

れ
て
お
り
、
長
期
に
わ
た

っ
て
障
害
者
の
働
く
場
や

権
利
を
奪
っ
て
き
た
政
府

の
独
立
行
政
法
人
で
発
覚
、

当
時
の
塩
崎
厚
労
相
が

「
本
当
に
許
し
難
い
行

為
」
だ
と
し
て
、
再
発
防

止
の
決
意
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。
日
本
共
産
党
の
志

位
委
員
長
は
「
こ
の
段
階

で
き
ち
ん
と
対
処
す
べ
き

だ
っ
た
が
怠
っ
た
。
安
倍

政
権
の
責
任
も
問
わ
れ
て

い
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　

問
わ
れ
て
い
る
の
は
、

障
害
者
雇
用
の
促
進
を
担

う
国
の
姿
勢
そ
の
も
の
で

す
。
水
増
し
偽
装
の
根
本

に
メ
ス
を
入
れ
、
責
任
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
急

務
で
す
。

障
害
者
雇
用
の
水
増
し
偽
装

横
行
さ
せ
た

安
倍
政
権
の
責
任
重
大

の
責
任
は
重
大
で
す
。

　

水
増
し
偽
装
は
、
４
年

前
に
も
厚
生
労
働
省
管
轄
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

沖
縄
県
が
米
軍
の
法
的

地
位
を
示
す
各
国
の
地
位

協
定
の
比
較
調
査
報
告
を

ま
と
め
、
公
表
し
て
い
ま

す
（
沖
縄
県
HP
「
地
位
協

定
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」）。

一
番
の
違
い
は
日
本
だ
け

国
内
法
が
原
則
と
し
て
米

軍
に
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
。

米
軍
地
位
協
定 

独
・
伊
と
比
べ
異
常
な
日
本

　
全
国
知
事
会
が
日
米
地
位
協
定
の

　
抜
本
的
見
直
し
を
決
議

米
軍
基
地
に
は
立
ち
入
れ

ず
、
訓
練
や
演
習
も
規
制

で
き
な
い
、
警
察
権
も
行

使
で
き
ま
せ
ん
（
図
）。

　

日
本
政
府
は
改
定
交
渉

を
一
度
も
求
め
た
こ
と
が

府
に
提
言
し
ま
し
た
。
沖

縄
が
全
国
を
動
か
し
て
い

ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
長
時

間
労
働
が
疑
わ
れ
る
２
万

５
６
７
６
事
業
場
で
監
督

指
導
（
２
０
１
７
年
４
月

厚労省監督指導で

　　法令違反が続々

　過労死ライン超えが
　　5960 事業場

～
翌
18
年
３
月
）
を
実
施
。

そ
の
70
・
３
％
で
労
働
基

準
関
係
法
令
違
反
が
摘
発

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
中
の
１
万
１
５
９

２
事
業
場
で
違
法
な
時
間

外
労
働
が
あ
り
、
そ
の
う

　

安
倍
内
閣
は
、
こ
う
し

た
違
法
な
長
時
間
労
働
が

あ
り
な
が
ら
、
残
業
代
ゼ

ロ
の
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
導
入
を

強
行
し
ま
し
た
。

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

行
政
機
関
の
障
害
者
雇

用
の
水
増
し
。
「
水
増
し

の
実
態
が
次
々
に
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
」
「
民
間

企
業
に
は
罰
則
規
定
が
あ

る
。
行
政
機
関
に
は
罰
則

も
な
く
、
チ
ェ
ッ
ク
も
ゆ

る
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

先
週
号
の
「
全
米
３
５

０
紙
以
上
が
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
攻
撃
に
反
撃
」
の

記
事
が
話
題
に
。
「
た
と

え
大
統
領
で
あ
ろ
う
と
納

得
の
い
か
な
い
こ
と
に
は

反
論
す
る
マ
ス
コ
ミ
の
姿

勢
が
素
晴
ら
し
い
」
「
日

本
の
マ
ス
コ
ミ
も
見
習
っ

て
欲
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

チ
ー
ム
（
コ
リ
ア
）
が
カ

ヌ
ー
の
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ

ル
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
２
０
０

ｍ
で
初
の
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
今
年
の
サ
ン
マ
は
豊

漁
の
よ
う
だ
」
「
ス
ー
パ

ー
の
特
売
で
生
サ
ン
マ
を

１
０
０
円
台
で
販
売
し
て

い
た
」
「
旬
の
美
味
し
い

サ
ン
マ
が
口
に
入
る
の
が

う
れ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
27
日
、
帰
宅
時
の
激

し
い
雷
雨
は
怖
か
っ
た
」

「
停
電
で
西
武
新
宿
線
の

ダ
イ
ヤ
が
乱
れ
て
い
た
」

「
駅
改
札
口
を
出
た
途
端

に
、
近
く
の
ビ
ル
に
落
雷
。

落
雷
の
凄
ま
じ
さ
を
初
め

て
体
験
し
た
」
「
衛
星
放

送
が
見
ら
れ
な
く
な
っ

た
」

ち
過
労
死
ラ
イ
ン
に
あ

た
る
月
１
０
０
時
間
を

超
え
て
い
た
の
は

５
９
６
０
事
業
場

（
51
・
４
％
）、
２
カ

月
続
く
と
過
労
死
ラ
イ

ン
と
な
る
月
80
時
間
超

も
８
５
９
２
事
業
場

（
74
・
１
％
）
で
し
た

（
図
）。

な
く
、
協
定
の
運

用
を
決
め
る
日
米

合
同
委
員
会
で
米

軍
の
い
い
な
り
に

秘
密
の
取
り
決
め

が
お
こ
な
わ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
報
告
書

を
受
け
て
７
月
、

全
国
知
事
会
は
同

会
と
し
て
初
め
て

「
日
米
地
位
協
定

の
抜
本
的
見
直

し
」
を
決
議
（
全

会
一
致
）
し
、
政

　

第
18
回
ア
ジ
ア
大
会
。

「
日
本
勢
は
水
泳
に
続
き

陸
上
競
技
で
も
頑
張
っ

た
」
「
男
子
マ
ラ
ソ
ン
で

は
井
上
選
手
が
32
年
ぶ
り

の
金
メ
ダ
ル
。
女
子
は
野

上
選
手
が
銀
メ
ダ
ル
」「
男

子
４
×
１
０
０
ｍ
は
20
年

ぶ
り
の
ア
ジ
ア
制
覇
だ
」

「
韓
国
と
北
朝
鮮
の
合
同

　

豊
洲
新
市
場
の
地
下
に

は
有
害
物
質
が
残
り
、
最

近
の
検
査
で
も
環
境
基
準

の
１
７
０
倍
の
ベ
ン
ゼ
ン

　小池知事
　公約覆し豊洲「安全宣言」

女将さんはあきらめない

が
検
出
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
小
池
都
知

事
は
「
安
全
宣
言
」
を
行

い
ま
し
た
。

　
「
食
の
安
全
・
安
心
」

を
投
げ
捨
て
、
移
転
に
ゴ

ー
サ
イ
ン
を
出
す
と
い
う

暴
挙
で
す
。
築
地
の
仲
卸

業
者
や
「
築
地
女
将
さ
ん

会
」
は
「
知
事
は
選
挙
公

約
を
覆
す
の
か
」
「
こ
こ

で
働
く
人
は
、
豊
洲
へ
の

移
転
を
喜
ぶ
人
は
ま
ず
い

な
い
」
と
怒
り
の
声
を
上

げ
て
い
ま
す
。
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